
 

平成２８年度事業計画 
 

Ⅰ 事業方針 

当センターは、設立以来、地域社会において実践活動を行う賛助会員を有する全国唯一の「明

るい長寿社会づくり推進機構」として、県内高齢者の生きがいと健康づくり、社会参加を推進

し、健康長寿県づくりの一翼を担ってきました。 

今では人生 90年時代を迎え、シニア世代の生き方や価値観は多様化しており、また、急激な

超高齢社会の進行、人口減少化の中で、地域社会では高齢者自らが地域の一員としての役割を

担い、そして、支えていくことが求められるなど、高齢者を取り巻く環境や社会的ニーズが設

立当時と大きく変わっています。 

そこで、シニア世代が培ってきた知識や経験を活かして、就業や社会参加活動をすることが

できる「人生二毛作・生涯現役」社会の実現を目指し、シニア活動推進コーディネーターを

新たに３人増員し６人体制にするなど、シニア世代の活躍の場づくりを積極的に進めていき

ます。 

なお、県においても重要な施策の一つとして、「人生二毛作」社会実現のための仕組みづく

りを進めています。 

このような背景の中、県が掲げている理念と協調して事業の展開を図り、予算の策定に当た

っては、次の事項に意を用いるとともに、的確かつ迅速な執行に努めます。 

 

□ 「人生 90年時代」を視野に据えた県民の意識づくりを進めます 
   情報誌やホームページを活用した情報発信、タウンミーティングの開催等により、シニア

世代が社会参加活動を行うことができる人生二毛作社会づくりを推進し、県民の意識づくり

を進めます。 

□ 高齢者の活動の場づくりを促進する仕組みを構築し、「居場所と出番がある長寿社会」の
実現を目指します 

   シニア活動推進コーディネーターを新たに３人増員して６人を配置し、各地域の関係団体

による一層の連携強化を図ること等により、高齢者の「居場所」と「出番」を拡大し、社会

参加等の促進をさらに進めます。 

□ 高齢者の社会参加意欲の醸成と社会参加活動への支援を行います 

   シニア大学は、社会参加活動につながる人材養成の場であることを一層明確にして、実践

講座を体系的に行います。 

また、様々な地域課題に向き合って解決するスキルを持った高齢者のリーダーやリーダー

とともに活動できる人材を養成する新たな「学びの場」を、長野県シニア大学の専門コース

として開設するための準備を進めます。 

   さらに、「いきいき中高年社会貢献活動支援事業」により、中高年者が経験や知識を生かし

て地域社会に貢献しようとする活動を積極的に支援します。 

□ 高齢者の仲間づくり及び健康で活躍できる社会づくりを進めます 

   信州ねんりんピックの開催をはじめとし、県民参加の場を提供することにより、高齢者の

生きがいや仲間づくり、健康づくりのための社会づくりを推進します。 

□ 地区賛助会への協力･支援を行うとともに、賛助会員の加入促進と活動支援を進めます 

   地区賛助会への助言、交付金の拡充による運営の支援や賛助会員グループへの活動費助成

など会員の活動支援を行うとともに、シニア大学学生へのＰＲ等により賛助会員の加入促進

に努めます。 

□ 財団運営の一層の健全化に努めます 
   基本財産運用収入や賛助会費、広告料収入等財団の自主財源の確保に努めるとともに、既

存事業の内容を常に点検し、見直す姿勢をもって、財団運営の一層の健全化を目指します。 



Ⅱ　事業体系
（公）：公益目的事業
（共）：共益事業
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○人材育成事業 
 ・（公）長野県シニア大学運営事業 
 ・（公）新たな「学びの場」開設準備事業 

 
 
○情報提供事業 
 ・（公）情報誌発行事業 
 ・（公）広報事業 
○啓発普及事業 
     ・（共）広報啓発事業 
  ・（共）ホームページ運営事業 
 ・（共）表彰事業 
○活動推進事業 
 ・（公）センター支部活動事業 
 ・（公）いきいき中高年社会貢献活動支援事業 
 ・（公）高齢者地域活動会議運営事業 
 
 

人づくり 

 
 
○推進事業 
 ・（公）信州ねんりんピック開催事業 
 ・（公）全国健康福祉祭選手派遣事業 
○活動推進事業 
 ・（共）賛助会員募集・活動推進事業 
 ・（共）地区賛助会運営費交付事業 
 ・（共）地区賛助会連絡協議会運営事業 
 ・（共）賛助会員グループ活動支援事業 
 

意識づくり 

 
 
○活動推進事業 
 ・（公）高齢者社会参加促進事業 

仲間づくり・健康づくり 

コーディネートの仕組みづくり 



 

Ⅲ 実施事業 

１ 意識づくり 

(1) 情報提供事業 

① 情報誌発行事業（予算額 ６，６６６千円） 

  情報誌「信州りらく」を人生二毛作社会に向けた意識啓発に重点を置いて発

行することとし、地域で積極的な社会活動を行っている人物、グループの紹介

等を情報発信し、生きがい・健康づくりや社会参加に対する意識の高揚を図り

ます。 

  また、カラーページ数を増やし、より魅力ある情報誌を作成します。  

     ► 発行回数 年４回（４月、７月、１０月、１月） 

► 発行部数 ５，２００部 

► 配布先  市町村、図書館、公民館、公的病院、賛助会員 等 

► 支部通信員の設置（30 人） 

       地域で活躍する高齢者の情報を収集するため、支部通信員（活動サポー

ター）を設置し、地域の声を反映させます。                  

② 広報啓発事業（予算額 １，１７３千円（公益:1,000 千円、共益:173 千円）） 

     報道機関等への情報発信の策を講じ、各事業等の情報提供を積極的に行いま

す。 

また、シニア活動推進コーディネーター等の提案による高齢者の新たな社会

参加活動など、人生二毛作に係る取組をまとめた事例集を作成して人生二毛作

社会の実現に向けた意識啓発を行います。  

賛助会員加入案内パンフレットを作成し、県民やシニア大学生等に対し、賛

助会員への加入促進を図ります。 

 (2) 啓発普及事業 

  ① ホームページ運営事業（予算額 ２５０千円（公益:200 千円、共益:50 千円）） 

センターホームページに各種イベント案内、事業等の募集案内や地区賛助会

会報等を掲載することに加え、動画による発信を行う等、多くの方に随時情報

が届くよう情報発信に努め、豊かで活力ある長寿社会づくりの大切さを呼び掛

けます。 



 

② 表彰事業（予算額 １００千円） 

     活動振興において功績のあった個人及び団体に対し、表彰状又は感謝状を贈

呈し功績をたたえ、センタ－が推進する生きがいと健康づくり活動、社会参加

活動等の賛助会員活動を広めます。 

(3) 活動推進事業 

① センター支部活動事業（予算額 １，６５０千円） 

     明るく豊かな長寿社会づくりを推進することを目的として、センター支部の

自主的な活動を促進するため、次のとおり実施します。 

    ア 一般事業 

      管内の高齢者を対象に生きがい・健康づくりや社会参加につながる事業を

実施します。 

      ► 限度額  １事業当たりセンター負担５万円 

    イ 信州ねんりんピック文化・芸術交流大会参加促進事業 

      「人生二毛作・生涯現役社会づくり」への理解を促進するために、シニア

の信州ねんりんピック文化・芸術交流大会への参加を促すことを目的に実施

します。 

      ► 限度額  １支部当たりセンター負担５万円 

    ウ 人生二毛作社会推進事業 

市町村、社会福祉協議会等関係団体との連携・協働により、高齢者の社会

参加に対する意識の向上を図るために、タウンミーティング（県民大会）等

を開催します。 

 ► 配当額  １支部当たり７万円程度 

② いきいき中高年社会貢献活動支援事業（予算額 １，３５６千円） 

中高年者が経験や知識を生かして地域づくり、社会参加活動をしようとする

事業に対し助成し、中高年者の居場所と出番がある長寿社会の形成を促進しま

す。 

      ► 助成額  助成対象事業費の２／３以内で、１年目は 20 万円、２年目

は 15 万円、３年目は 10 万円を限度とします。 

 



 

③ 高齢者地域活動会議運営事業（予算額 ３００千円） 

          センター各支部の主催により、圏域ごとに市町村、市町村社会福祉協議会、

ハローワーク、シルバー人材センター等との関係機関が参加し、「ネットワーク

会議」の開催を通じ、人生二毛作社会の実現を目指します。 

 ２ 人づくり 

人材育成事業 

(1) 長野県シニア大学運営事業（予算額 ２２，０００千円） 

     シニア世代の多様な生き方、価値観、地域性を大事にしながら、自ら地域の

課題に気づき、学習を通して社会参加活動のきっかけをつかみ、卒業後、地域

社会の一員としての自覚をもって地域とかかわる人材を育みます。 

シニア大学運営委員会が定めた「シニア大学のカリキュラム編成について」

に基づき、シニア大学生を社会参加活動に繋げていくためのカリキュラムを体

系的に構築します。 

          また、カリキュラムの編成を担う社会活動推進員の講座運営能力向上のため

の諸研修を実施し講座の充実を図ります。      

さらに、シニア大学を広くＰＲし、定員の確保を図ります。 

なお、地域の実情に合わせた定員の見直しと、授業料を見直します。 

     ► 定員    ２，４００人（１学年 1,200 人、２学年 1,200 人） 

（変更前：２，６００人） 

     ► 修業年限  ２年 

     ► 学習時間等 年 60 時間（４時間×15 日） 

       （１学年 実践講座 16 時間、教養講座 24 時間、実技講座 20 時間） 

       （２学年 実践講座 24 時間、教養講座 16 時間、実技講座 20 時間） 

  ► 授業料   １人年額１０，０００円        （変更前：８，５００円） 

(2) 信州人生二毛作 新たな「学びの場」開設準備事業（予算額 １，６３７千円） 

  様々な地域課題に向き合って解決するスキルを持った高齢者のリーダーやリ

ーダーとともに活動できる人材を養成するため、長野県シニア大学に専門コー

スを設け、新たな「学びの場」開設に向けた準備を進めます。 



 

 ３ 仲間づくり・健康づくり 

(1) 推進事業 

① 信州ねんりんピック開催事業（予算額 ５，１９０千円） 

     長寿社会に対する理解を深め、高齢者の生きがい・健康づくりや社会参加を

推進する契機とするため、高齢者を中心とする多くの県民が参加する文化・芸

術・スポーツの祭典を開催します。 

    ア 文化・芸術交流大会 

     (ｱ) 式典、パネルディスカッション、ステージ発表、パネル展等 

      ► 開催期日  平成 28 年 10 月１日（土） 

      ► 会  場  塩尻市レザンホール 

     (ｲ) 囲碁・将棋大会 

      ► 開催期日  平成 28 年 10 月１日（土） 

      ► 会  場  塩尻市総合文化センター 

     (ｳ) 高齢者作品展 

      ► 開催期日  平成 28 年９月 30 日（金）～10 月２日（日） 

      ► 会  場  塩尻市総合文化センター 

      ► 内  容  日本画、洋画、彫刻、手工芸、書、写真の作品展示 

    イ スポーツ交流大会 

      ► 開催期日  平成 28 年９月 10 日（土） 

      ► 会  場  大町市運動公園 

      ► 内  容  ダンススポーツ、グラウンド・ゴルフ等 10 種目 

② 全国健康福祉祭選手派遣事業（予算額 ５，８８８千円） 

     高齢者の生きがいと健康づくりを目指す、第 29 回全国健康福祉祭ながさき大

会「ねんりんピック長崎２０１６」へ選手を派遣します。 

 ► 開催期日  平成 28 年 10 月 15 日（土）～18 日（火） 

 ► 開催場所  長崎県 

 ► 選手団派遣予定種目数・人員  19 種目・138 人 

(2) 活動推進事業 

   ① 賛助会員募集・活動推進事業（予算額 １，８５３千円） 

     賛助会員の募集について、加入促進キャンペーンとして、昨年度に引き続き、



 

入会金を免除し、一層の加入促進を図ります。 

また、「活動サポーター」と連携し、賛助会員活動の啓発や加入促進を積極的

に進めるとともに、サポーターの資質向上及び情報交換のための研修会を開催

します。 

    ア 会員の加入促進 

► 地区賛助会と連携して賛助会員の加入促進に取り組みます。 

► 会員特典（情報誌「信州りらく」の配布、割引協力店での割引サービス

の利用、グループ活動経費に対する助成、法人会員のセンターホームペー

ジ広告料の割引及び情報誌「信州りらく」・ホームページでの紹介）を実

施します。 

イ 活動サポーター研修 

      委嘱した活動サポーターの資質向上、地域活動推進、会員募集の強化等を

推進するために研修会を実施します。 

    ウ 割引協力店の充実 

► 賛助会員が利用できる割引協力店の拡大を図ります。 

   ② 地区賛助会運営費交付事業（予算額 １,９８３千円） 

     地区賛助会の活動運営を行うために必要な経費を交付し、自主的な活動を推

進します。 

また、地区賛助会活動の更なる充実を図るため、交付金額を昨年度に引き続

き拡充します。 

③ 地区賛助会連絡協議会運営事業（予算額 １８６千円） 

     賛助会員代表（20 人）と支部事務局長（10 人）により構成される連絡協議会

で社会参加活動の推進策等について協議・意見交換を行うとともに、地区賛助

会活動の連絡調整を図ります。 

   ④ 賛助会員グループ活動支援事業（予算額 ２，８１８千円） 

     賛助会員グループの活動を積極的に推進するため、活動経費の一部をグルー

プに助成します。 

      ► 助成額 

       ア 賛助会員Ａ会員数１人当たり 1,000 円（１会員 1 グループに限る） 



 

       イ 社会貢献活動加算：賛助会員Ａ会員数１人当たり 300 円 

         社会貢献活動を年間５回以上行うグループ 

 ４ コーディネートの仕組みづくり 

   高齢者社会参加促進事業（予算額 ２９，８３７千円） 

    高齢者の社会参加のニーズと地域社会の高齢者に対するニーズに関する情報を

一元的に提供する「シニア活動推進コーディネーター」を３人増員し６人を配置

するとともに、ネットワーク会議等の開催により、市町村、市町村社会福祉協議

会、シルバー人材センター等の関係団体と連携体制（プラットホーム）を構築し、

情報共有を図ることを通じて、高齢者と地域社会のニーズのマッチングを行い、

高齢者の社会参加を支援します。 

５ 財団運営 

   理事会、評議員会、地区賛助会連絡協議会など、財団運営に必要な会議を開催し、

適正な財団運営を行います。 

► 理事会                    ５月、 ３月 

► 評議員会                   ６月、 ３月 

► 地区賛助会連絡協議会              ６月、１２月 

► 支部事務局次長、推進員等会議         ４月、１２月 


